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多様体M に対し，その上の異なる k(= 2, 3, . . .)点の配置全体を
集めた空間 {(x1, . . . , xk) ∈ Mk | xi ̸= xj, i ̸= j} を (k点)配置空間
という．配置空間における微分形式の積分（配置空間積分と呼ばれ
る）は，適当な微分形式を選んでくれば，多様体の不変量を与える
ことが知られている．

Kontsevich，Axelrod，Singerらによって確立されたChern-Simons
摂動論は配置空間積分を用いて 3次元多様体の不変量を得る理論で，
いくつかのバリエーションが知られている．

Bott-Cattaneoによる Θ不変量は，Chern-Simons摂動論のひと
つのバリエーションであり，3次元多様体とその上の非輪状な局所
系の組に対する不変量を与える．そのオリジナルの構成にはギャッ
プが存在するが，講演者とA.S.Cattaneo氏により修正されている．

1つ目の講演では，Chern-Simons摂動論についてその概要と関連
する話題について概観する．2つ目の講演ではCattaneo氏との共同
研究で行った，Bott-CattaneoのΘ不変量の修正のあらましについ
て解説する．


